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劔つるぎ岳、冠松まつ、ウジ長ちよう、熊くまのアシアト、雪渓せつけい、前劔つるぎ

粉こなダイヤと星ほし、凍つた藍の山やま々、冠松まつ、ヤホー、ヤホー、




廊下らうかを下さがる蜘蛛くもと人間にんげん、

冠松まつは廊下らうかのヒダで自分のシワを作つた。

冠松まつの皮膚ひふ、皮膚ひふに沁みる絶壁ぜつぺきのシワ、

冠松まつの手て、手ては巌いはを引ひッ掻かく。

冠松まつは考かんがへてゐる電車でんしやの中なか、

黒部峡谷くろべけふこくの廊下らうかの壁かべ、

廊下は冠松まつの耳みゝモトで言ふのだ、

松まつよ　冠松まつよ、




冠松まつは行ゆく、

黒部くろべの上うは廊下、下した廊下、奥おく廊下、

鐵てつでつくったカンヂキをはいて、

鐵てつできたへた友情いうじやうをかついで、




劔つるぎ岳、立山たてやま、双六谷たに、黒部くろべ、

あんな大きい奴やつを友ともだちにしてゐる冠松まつ、

あんな大きい奴やつがよつてたかつて言いふのだ、

冠松まつくらゐおれを知しつてゐる男はないといふのだ

あんな巨きよ大な奴やつの懐中で、

粉こなダイヤの星ほしの下したで、

冠松まつは鼾をかいて野営やえいするのだ。
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